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「
地
域
経
済
の
情
勢
に
関
す
る
有
識
者
と
の
意
見
交
換
」

に
森
会
長
が
出
席
し
、
追
加
経
済
対
策
の 

早
期
実
施
を
要
請

　

８
月
30
日
、「
地
域
経
済
の
情
勢
に
関
す
る
有
識
者
と
の
意

見
交
換
」
が
開
催
さ
れ
、
森
会
長
を
は
じ
め
経
済
団
体
の
各
代

表
者
が
出
席
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
政
府
側
か
ら
荒
井
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
経
済
財
政
政
策
担
当
）、
平
岡
副
大
臣
、
担
当
内
閣
府
統
括
官

等
が
出
席
し
、
冒
頭
、
荒
井
大
臣
か
ら
は
、
昨
今
の
円
高
等
の

た
め
、
地
方
の
経
済
状
況
、
景
気
状
況
、
雇
用
状
況
は
非
常
に

深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
で
は
、
新
卒
者
の
雇
用
問
題
の
Ｐ

Ｔ
で
具
体
的
検
討
を
行
う
な
ど
、
緊
急
の
経
済
対
策
を
取
り
ま

と
め
、
こ
こ
数
日
中
に
動
き
出
す
こ
と
と
な
る
。
本
日
は
、
地

方
の
経
済
状
態
・
雇
用
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要

な
の
か
を
伺
い
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
長
岡
市
で
実
施
し
て
い
る
例
と
し
て
信
用

保
証
料
の
全
額
補
助
や
研
究
開
発
に
対
す
る
支
援
な
ど
の
中
小

企
業
支
援
策
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
の
理
念
は
尊
重
す
る
が
、
公
共
事
業

は
景
気
対
策
に
即
効
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
耐
震
化
、
保

育
施
設
の
整
備
、
住
ま

い
の
耐
震
診
断
、
生
活

道
路
・
橋
梁
の
維
持
修

繕
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
促
進
等
の
人
を
重

視
し
た
公
共
事
業
を
前

倒
し
で
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
で
き
る
よ
う
自
由
度
の
高
い
交
付

金
を
創
設
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
の
意
見
を
述
べ

た
。

�

［
企
画
調
整
室
］

23
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お
い
て
、
子
ど
も
手
当
に 

地
方
負
担
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
、 

森
会
長
は
じ
め
地
方
六
団
体
会
長
が
共
同
声
明
を
発
表

　

８
月
31
日
、
厚
生
労
働
省
が
、
子
ど
も
手
当
に
か
か
る
概
算

要
求
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
を
受
け
、
地
方
六
団
体
会
長
は
「
子

ど
も
手
当
の
全
額
国
費
負
担
を
求
め
る
声
明
」
を
発
表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
地
方
に
対
し
て
十
分
な
協
議
も
な
い
ま
ま
平
成

22
年
度
予
算
の
負
担
ル
ー
ル
を
当
て
は
め
、
地
方
負
担
を
含
む

概
算
要
求
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
遺
憾
で
あ
る
旨
を

表
明
す
る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
度
以
降
の
子
ど
も
手
当
の
本

格
的
な
制
度
設
計
に
お
い
て
は
、
国
と
地
方
と
で
十
分
な
協
議

を
行
い
、
国
が
全
額
国
費
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
の
地
方
の
主

張
に
沿
っ
た
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
た
。
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社
会
文
教
部
］

「
自
由
民
主
党
総
務
部
会
」に
お
い
て 

地
方
六
団
体
代
表
等
が
意
見
陳
述

　

９
月
２
日
、「
自
由
民
主
党
総
務
部
会
」（
部
会
長
：
石
田
真
敏・

衆
議
院
議
員
）
が
自
由
民
主
党
本
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
平
成

23
年
度
予
算
概
算
要
求
等
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
等
の
各
代
表

か
ら
の
意
見
陳
述
と
と
も
に
、
出
席
議
員
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
財
政
委
員
会
副
委
員
長
の
吉
田
・
大
阪
狭
山
市

長
が
出
席
し
、
①
地
方
税
財
源
の
充
実
と
地
方
交
付
税
の
総
額
確

保
、
②
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現
行
制
度
の
堅
持
、
③
「
国
と
地
方

８月25日〜９月22日

Mayors'  Action Mayors'  ActionMayors'  Action Mayors'  Action

全国市長会の 動き

http://www.mayors.or.jp/
全国市長会ホームページURL

#1

#2#3

森会長

の
協
議
の
場
」
等
の
関
係
法
案
の
早
期
成
立
に
つ
い
て
意
見
陳
述

を
行
っ
た
。

　

特
に
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府

に
お
け
る
知
事
と
市
町
村
長
の
間
で
の
国
民
健
康
保
険
制
度

の
一
本
化
に
向
け
た
議
論
を
例
示
し
て
政
治
家
同
士
で
の
交

渉
・
合
意
形
成
の
重
要
性
を
強
調
し
、
関
係
法
案
の
成
立
に

よ
る
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
早
期
設
置
と
協
議
の
開

始
を
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
基
地
協
議
会
副
会
長
の
山
口
・
千
歳
市
長
か
ら
は
、

①
基
地
所
在
市
町
村
は
、
基
地
の
設
置
・
運
用
に
よ
り
様
々
な
影

響
や
障
害
を
受
け
て
お
り
、
基
地
が
所
在
す
る
こ
と
に
よ
る
障
害

や
不
利
益
へ
の
対
応
は
、
基
地
関
係
市
町
村
の
負
担
の
み
で
な
く
、

広
く
国
民
全
体
の
負
担
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

②
基
地
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
他
の
一
般
行
政
施
策
と
同
列
視

す
る
こ
と
な
く
、
国
に
お
い
て
所
要
額
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
要
求
額

の
満
額
確
保
に
つ
い
て
要
請
が
行
わ
れ
た
。
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［
財
政
部
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部
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政
策
推
進
委
員
会
を
開
催 

「
平
成
23
年
度
政
府
予
算
編
成
に
関
す
る
意
見
」、 

「
効
果
的
で
迅
速
な
経
済
雇
用
対
策
の
実
施
に
関
す
る 

緊
急
要
請
」を
取
り
ま
と
め

　

９
月
６
日
、
政
策
推
進
委
員
会
を
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て

開
催
。
平
成
23
年
度
政
府
予
算
の
概
算
要
求
に
対
す
る
本
会
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、「
平
成
23
年
度
政
府
予
算
編
成

に
関
す
る
意
見
」
を
取
り
ま
と
め
、
９
月
14
日
の
民
主
党
代
表

選
終
了
後
に
関
係
方
面
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

意
見
で
は
、
①
地
域
主
権
改
革
、
②
地
方
交
付
税
の
復
元
・

増
額
、
③
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
、
④
一
括
交
付
金
、
⑤
子

ど
も
手
当
、
⑥
高
齢
者
医
療
制
度
、
⑦
地
域
医
療
・
福
祉
、
⑧

農
林
水
産
施
策
、
⑨
高
速
道
路
無
料
化
等
、
⑩
住
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
社
会
資
本
の
整
備
、
⑪
経
済
雇
用
対
策
と
地
域
の
活

性
化
、
⑫
地
域
主
権
改
革
の
理
念
に
沿
っ
た
事
業
仕
分
け
の
あ

り
方
等
本
会
の
６
月
の
決
議
・
提
言
か
ら
主
要
な
12
項
目
に
つ

い
て
、
そ
の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
府
が
検
討
し
て
い
る
経
済
対
策
に
対
し
て
、「
効

果
的
で
迅
速
な
経
済
雇
用
対
策
の
実
施
に
関
す
る
緊
急
要
請
」

を
取
り
ま
と
め
、
本
会
議
終
了
後
、
直
ち
に
関
係
方
面
に
提
出

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

要
請
で
は
、
現
下
の
都
市
自
治
体
を
取
り
巻
く
疲
弊
し
た
地

域
経
済
状
況
や
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
打
破
す
る
た
め
に
、
公
立

学
校
の
耐
震
化
対
策
、
住
ま
い
の
耐
震
診
断
、
保
育
施
設
の
整

備
、
生
活
道
路
・
橋
梁
の
維
持
修
繕
等
の
人
を
重
視
し
た
公
共

事
業
等
を
大
幅
に
前
倒
し
す
る
な
ど
の
思
い
切
っ
た
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
都
市
自
治
体
が
こ
う
し
た
事
業
を
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
機
動
的
か
つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
財
源

と
し
て
、
国
の
責
任
に
よ
り
自
由
度
の
高
い
交
付
金
を
創
設
す

る
こ
と
、
経
済
対
策
を
閣
議
決
定
後
、
速
や
か
に
こ
れ
ら
を
実

施
に
移
す
と
と
も
に
、
将
来
の
成
長
戦
略
や
次
年
度
以
降
に
実

施
す
べ
き
有
効
な
政
策
に
切
れ
目
な
く
繋
げ
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
の
で
、
そ
の
効
果
や
景
気
動
向
を
踏
ま
え
、
補
正
予
算
や

通
常
予
算
の
編
成
を
通
じ
て
、
効
果
的
で
迅
速
な
経
済
雇
用
対

策
を
強
く
求
め
て
い
る
。�

［
企
画
調
整
室
］

「
民
主
党
政
策
調
査
会　

子
ど
も
・
男
女
共
同
参
画 

調
査
会（
第
５
回
）」に
社
会
文
教
委
員
長
の 

倉
田
・
池
田
市
長
が
出
席

　

９
月
16
日
、「
民
主
党
政
策
調
査
会　

子
ど
も
・
男
女
共
同

参
画
調
査
会（
第
５
回
）」

（
会
長
：
小
宮
山
洋
子
・

衆
議
院
議
員
）
が
衆
議

院
第
二
議
員
会
館
で
開

催
さ
れ
、
本
会
か
ら
社

会
文
教
委
員
長
の
倉
田
・

池
田
市
長
が
出
席
し
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、

都
市
自
治
体
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
、
出
席
議
員
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

  

倉
田
・
池
田
市
長
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の

方
向
性
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
、
①
子
ど
も
・
子
育

て
包
括
交
付
金
の
財
源
の
裏
付
け
が
見
え
な
い
こ
と
及
び
同
交

付
金
と
一
括
交
付
金
と
の
関
係
性
等
の
財
源
問
題
を
懸
念
し
て

い
る
こ
と
、
②
特
別
会
計
の
設
置
は
、「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」

の
強
制
力
が
働
き
、
結
果
と
し
て
市
町
村
を
信
用
し
て
い
な
い

と
受
け
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
③
現
物
給
付
は
サ
ー
ビ
ス

提
供
な
の
で
基
礎
自
治
体
が
行
い
、
現
金
給
付
は
国
が
責
任
を

持
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
、
④
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
お

い
て
、
地
方
の
意
見
を
十
分
に
聞
い
た
上
で
、
政
策
実
現
を
図

る
こ
と
等
の
発
言
を
行
っ
た
。
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［
社
会
文
教
部
］

吉田・大阪狭山市長（上）
山口・千歳市長（下）

倉田・池田市長
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